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エコロギフトのご案内

『出産おめでとうございます。お子様の未来を守るために、

ささやかながら、一本の木を植えてみました。

この木とともに、お子様がすくすくと育つことを祈っています』

お子様が生まれたとき、こんなメッセージとともに、

木が贈られたらどんなにうれしいことでしょう。

花や電報を贈るようなお祝いごとなどの機会に、

「植樹をギフトとして贈る」というサービスがエコロギフト。

ひとつのお祝いで、贈る人も贈られる人も、

そして環境にもうれしいギフトが、エコロギフトです。

お問合せ先
〒１５０-００１３ 東京都渋谷区恵比寿１-３-１
株式会社レインボー・ジャパン レインボー・フューチャー事業部
担当：菊池昭夫、井上亜澄
TEL: ０３-５４７５-７３７５ FAX: ０３-５４７５-７３６２
E-mail:rf_info@rainbow.co.jp

はじめに

www.ecologift.jp
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エコロギフトのご案内

エコロギフトとは

プレゼントと社会貢献、二つの要素を持ったギフトです。

例えば、大切な思い出の記念として山に植える木をプレゼント、

受け取る側は今までにない、かつ地球のためになる贈りものを

手にすることができます。またお支払いいただいたお金は、実

際に植林などの活動を行う際の運営費として役立ちます。

そうした仕組みを作って仲立ちをするのが、株式会社レイン

ボー・ジャパンです。

この仕組みはチャリティではありません。

レインボー・ジャパンは、お客様からの入金を待たずに、まと

まった額の事業費をNPOなどの社会貢献団体にお支払いして

いきます。こうすることで、レインボー・ジャパンと手を結んだ

NPO/NGOなどの組織が計画的にそして、継続的に事業を進

められるようになると考えたからです。

そして、このたび、日本ユネスコ協会連盟のご協力により

「日本ユネスコ協会連盟 白神山系～岩木山への植林事業」

の販売を開始いたしました。
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お祝いや感謝の気持ち

株式会社
レインボー・ジャパン

www.ecologift.jp

エコロギフトの仕組み

植樹1本 10,500円（税込）

お祝いごと、お悔みなどに際して、個人や企業から贈られる花や電報。

こうした機会に、植樹をメッセージとともにギフトとして贈るのがエコロギフトです。
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エコロギフトのご案内

「ユネスコ憲章の精神にのっとり、民間ユネスコ運動を推進す

る」ことを目的に、社団法人日本ユネスコ協会連盟は、1948年
に全国のユネスコ協会の連盟体として設立されました。

現在では、非政府組織（NGO）として、「世界寺子屋運動」、「世

界遺産活動」、「青少年育成」の三つの事業を柱に、多岐にわ

たる活動を行っています。会員は、構成団体会員(各地ユネス

コ協会)・賛助団体会員・個人会員・維持会員からなり、ユネス

コ活動を展開しています。

白神山系～岩木山への植林事業の概要

本植林事業の概要

青森県と秋田県にまたがる13万haにも及ぶ広大な森、それが白神山地です。
世界最大級のブナの原生林を持つ山々は1993年に世界自然遺産として登録
されました。その白神山系の近くに、今回の植樹をする岩木山があります。
今回の植林事業は、津軽森林管理所から許可を得て、カラマツを伐採した
岩木山の国有林で行われています。その潜在植生を考えて、植える木を選
定しました。自然に近い森のもとをつくるためです。この苗たちが自力で
大きくなっていくには最低３～４年かかるため、それまでは、年に２～３
回、下草刈りなどの手入れを行っていきます。
なお、本事業において植樹された木の権利は国に属します。

植林実施者：社団法人日本ユネスコ協会連盟 津軽人文・自然科学研究会
植林場所 ：青森県中津軽郡岩木町東岩木山2532林小班

（国有林の林野庁登録住所：行政区は弘前市に属する）
総植樹本数：3000本（2007年1610本/2008年1788本、1312本）

20年後に3000本が生存することをめざし、序伐・間伐および
枯死等を植林本数の1/3程度と算定し、上記数の植樹を実施。

樹木の種類：ブナ・ヤマモミジ・ミズナラ・ホオノキ・トチ・コナラ
ヤマザクラ・ミズキ・ナナカマド・カツラ・イタヤカエデ

ブナ

ヤマザクラヤマモミジ

ミズナラ

ホオノキ

トチノキ ミズキ

2007年6月24日 植樹の様子 詳しくは www.ecologift.jp 植林場所から見上げた岩木山と植樹した木
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エコロギフトのご案内

●エコロギフトの購入はインターネットで

エコロギフトは新たに立ち上げるインターネットサイト「エコ
ロギフト」を通じて販売いたします。

本サイトでは、商品、オプションの選択から支払いまでの購入
の手続きを行うことができます。
決済方法はサービス立ち上げ時はクレジット決済と銀行振込と
し、その後その他の決済方法を機能追加する予定です。
配送先も配送希望日も簡単に設定可能です。

サイト上では購入できる社会貢献活動の具体的な内容をお伝え
します。また購入後社会貢献活動がどのように行われたかをレ
ポートします。

www.ecologift.jp

エコロギフトの利用シーン ～お花を贈るシーンでエコロギフト～

●エコロギフトを贈るチャンスは・・・・・・

○ビジネスでのお祝いごとやお悔やみのときに

社会貢献の名誉を送り、贈呈先のイメージアップに寄与します

○プライベートでのお祝いごと、お悔やみに

いつまでも心にのこしておきたい特別の記念の品として活用できます

お子様のお誕生祝いに ご結婚のお祝いに
大切なあの方のお誕生日に ご入学、ご卒業の記念に
新築などのお祝いに ご長寿のお祝いに
結婚式やお葬式の引き出物に

開店開業祝いに 引っ越し祝いに
昇進祝いに 退職記念に
勤続○○年祝いに 上場のお祝いに

取引先の方のお祝いごとに

サイトのイメージ 植樹証明書のイメージ

複数のデザインがあり選択可能です。

植樹1本
10,500円（税込）

受け取る方のお名前

贈る方のお名前
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エコロギフトのご案内

エコロギフトのラインナップ ～お名前と記念日を添えたメッセージをいろいろな形で贈ることができます～

現地への植樹 植樹証明書 メッセージカード+ +１ エコロギフト

選べる
植樹証明書

スタンダード クマゲラ

木をめぐる物語
赤いモリをお散歩中に

青いモリをお散歩中に

いろいろなシーンでご利用いただけるように
現在、５種類の植樹証明書を用意しています。
TPOに合わせて、お選びください。

なお、この証明書と共に、贈り主様が自由に入
力できるメッセージカード（200文字まで）を同梱

させていただきます。
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エコロギフトのご案内

エコロギフトのラインナップ ～お名前と記念日を添えたメッセージをいろいろな形で贈ることができます～

２ エコロギフト フラワーセット
現地への植樹 + +花 + 植樹証明書 メッセージカード

シンプルなエコロギフトもいいけれど、もっとあでやかなエコ
ロギフトも贈ってみたい……。

そこで、「お花といっしょに」を贈ることができるように、商品
アイテムを増やしました。
エコロギフトフラワーセットならば、５種類の植樹証明書と15
種類以上のフラワーギフトを自由に組み合わせて贈ること
ができます。

たとえば、かわいらしいクマさんをかたどったアレンジメント
とクマゲラ（白神山地を象徴する鳥）をモチーフにした植樹
証明書を組み合わせて、出産祝いに！！また、豪華な胡蝶
蘭とフォーマルな植樹証明書を組み合わせて、高級感あふ
れるビジネスギフトとして。

いろいろなシーンにあわせて、植樹とお花のセット、エコロ
ギフトフラワーセットをご活用ください。
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エコロギフトのご案内

エコロギフトのラインナップ ～お名前と記念日を添えたメッセージをいろいろな形で贈ることができます～

３ プレミアムエコロギフト 現地への植樹 + +クリスタルガラス
植樹証明書

メッセージカード+

クリスタルガラス製植樹証明書

３本以上の植樹に

クリスタルガラスの証明書はいかがでしょうか。

３本以上の植樹を贈られる方のために

美しいクリスタルガラス製の植樹証明書をお届けする

「プレミアムエコロギフト」が生まれました。

プレミアム感あふれたこの証明書は

エレガントなビジネスギフトや

式典の褒賞品などとしても、ご利用ください。

植樹本数は３本以上でしたら、

何本でもお選びいただけます。
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エコロギフトのご案内

お客様の声

●贈った方
年　齢 職業 贈った相手 贈ったきっかけ 選んだ理由 相手の反応 ひとこと

会社員 取引先 新会社設立お祝い

エコロギフトは、手元に届いたその時点にお
いては目に見える華やかさは感じてもらえな
いかもしれません。しかし、贈られた方々に、
植樹証明書を通して「その先にある未来」、
岩木山に植えられた苗木1本がやがて豊か
な森の一部として育っていくことを、つまりは
未来の環境を育てていく「未来に繋がるギフ
ト」でもあるということを感じていただけたら、
うれしいと思っております。

新会社設立お祝いにお贈りした取引
先からは・・・
「新しい門出にぴったりのギフトだと思
う」という感想をいただきました。

３７歳
会社員（人材関
連）

自分のカミさん 結婚１０周年記念

最近、地球環境について、自分達が身近で
貢献できることをやろうと、家族で一緒に取り
組みはじめていたということと、普段あまりプ
レゼントなどしたことのないカミさんに、１０周
年の記念にはモノではなく、心が温まるよう
な、特別なプレゼントがいいなと探していたと
ころでしたので。

プレゼントの意味に共感をしてくれ
て、とても喜んでくれました。

植樹をした木が成長し
ていくイメージを想像し
ながら、子供達の世代
に僕らが何を残してい
けるのだろうか？と考え
るキッカケになりました。

●受け取った方
年　齢 職業 もらった相手 もらったきっかけ ひとこと

４６歳 主婦
いつも私のこと
を守ってくれて
いる主人です

退院のお祝いに贈
られました。サプラ
イズでしたね。（笑）

いつか必ず、植えられ
た木がある場所に行き
たいと思います！

会社員（デザイン
関連）

懇意にしてい
る仕事仲間の
方より、送って
いただきまし
た。

会社の引越し祝い
として。

３１歳 主婦
大学時代の友
人

出産の記念に
お友達にも自慢したら
とっても好評でした。

２８歳 会社経営（IT関連）

お世話になっ
ていた、会社
員時代の上司
から。

会社設立のお祝い
に

５４歳
一中節宗家　都派
家元

長年の友人
サロンコンサートで
のお祝い

エコロギフトがバラエ
ティに富むのを楽しみに
しています。贈る人の真
心が、いっぱいになっ
て、豊かな森林で地球
を満たして欲しいです
ね。

エコロギフトで植えられた木に負けないように、自分たちの会社も、育てて生きたい
なと思いました。新しい門出にはぴったりのギフトだと思います。
額は会社の棚の一番上に飾ってあります。

うれしかったですよ。お花もありがたいですが、植樹を贈るなんて、これからの時代
にマッチしていると思います。ただ、もっと華々しいデザインだといいかもしれませ
ん。それと贈ってくださった方の名前はもっと大きい方がいいですね。

エコロギフトをもらった感想

実際に贈られて、こんなに嬉しいなんて自分でも意外でした。
とても夢のあるギフトで、まず「地球に恩返しができる」と心から思えますし、なにより
も植えられた木と共に年を重ねていけることが本当に喜ばしくて素敵です。

「植樹証明書？」と最初は驚きました。会社名や名前が入った証明書を眺めながら、
植樹される岩木山を思い、環境にも役立つ素敵なギフトをいただき、心打たれまし
た。
環境問題を身近に感じることができ、会社の目に付くところに置いております。

出産の記念に『すくすく育つようにと願いを込めて植樹してみたよ』とメッセージが届
いてびっくり。心温まるプレゼントで本当に嬉しかったです。いつか家族揃って成長
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エコロギフトのご案内

「日本ユネスコ協会連盟白神山系岩木山への植林事業」に寄せて

津軽人文・自然科学研究会 木田貴郷

植林の現場から

現在、日本の森は荒れていると実感することは多々あります。
私は、五所川原農林高校林学科の教員となった1960年代前半から、白神

山地をはじめ、東北の、そして全国の山々を見つめてきました。ここ青森県
も例外ではありません。

森が荒れたため、わき水が少なくなった。
下流の畑や田で生産力が落ちてしまった。
山々の生き物の暮らしがおかしくなってしまった。
山の生き物が里へ出るようになった。
全国の多くの川の下流の海で海藻類が育ちにくくなった。
魚も捕れなくなった。

天然の恵みを育んでいる森を守るには、人の手が必要です。
たとえば、地震や台風などの天災や林業における伐採などで、木がなく
なった場所があります。そうした場所は、自然にまかせて森になるのを待つ
だけでは、山肌の土壌がむき出しになり、やがて雨で流出し、荒れてしまう
可能性が高いでしょう。

森を守るために、わたしたちはいったい何ができるのでしょうか？
植林をし、下草を刈り、間引きをするという、昔ながらの林業の手法で、地
道に森を守っていくしかありません。
そのためには、こうした林業活動とその重要性が広く一般に認知され、自
分たちの郷土を守るんだという気構えが地域の隅々までに満ちている必要
があると思います。
たとえば、漁業に携わる方々が植林をし、山や川を守る活動をしている地
域もあるのです。

そこで、今回の植林事業をはじめ、日本ユネスコ協会連盟や津軽人文・自
然科学研究会の植林活動の多くは、地域にボランティアを呼びかけ、でき
るだけ一般の方々とともに行っています。

なぜポケットマネーをつぎ込んでまでこうした活動をしているのですかと、
時に問われることがあります。わたしはレジャーなどに使うのなら、郷土
づくりに直接役立てたいと思っていますし、それが夢でもあるのです。たく
さんの生き物がいる森、豊かな森や海は国の宝です。とりもなおさず、国
の宝は国民一人ひとりの宝でもあるのです。

森を守るということを、管理する国や所有者任せにするのではなく、身近
な自分の地域や日本という森の国、そして地球環境の問題だととらえてく
ださる方が一人でも増えることを願ってやみません。

このエコロギフトは、そうしたきっかけを作ってくれる、いいアイデアですね。

これからも微力ながら、森の大切さ、木を植え続けていくことがなぜ必要
なのかを多くの人に考えてもらうための活動に邁進していくつもりです。


